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 都市化が著しく進行した現在の川崎市内においては、自然環境の

良好な陸水域は、極度に減少している。そのような中、生田緑地の

水系環境の指標を量るにあたって基礎的な一情報を得るため、川

島・高梨（2017）により、水面を生活場所とするカメムシ目アメン

ボ類（カタビロアメンボ科・アメンボ科）の生息（分布）調査が実

施された。今回、流水性で、本来は源流域に生息するシマアメンボ

の4個体が、人工的かつ開放的な止水から得られたため、例外的な

事例として記録しておく。 
 学名および種名は、前報（川島・高梨, 2017）に従った。当該標

本は、川崎市青少年科学館（通称: かわさき宙（そら）と緑の科学

館）に収蔵、保管されている。 
 
アメンボ科 Family Gerridae 
ウミアメンボ亜科 Subfamily Halobatinae 
シマアメンボ Metrocoris histrio (White, 1883) 
採集記録: 1♀, 枡形 7 丁目（生田緑地・中央広場南側の小池）, 

20170609, 高梨・川島採集, KMM-IN-19002198; 3 exs., 同前, 
20170630, 川島採集, KMM-IN-19002199-19002201. 
流水の源頭～最上流部にのみ生息する種で、生田緑地の中央部付

近では菖蒲園南側の細流に限定して生息する。中央広場南側の小池

（通称:「じゃぶじゃぶ池」, 図）は人工の止水であるが、通常、か

なり人工的あるいは自然度の低下した水域でも生息するケシカタ

ビロアメンボ、アメンボ（ナミアメンボ）およびヒメアメンボでほ

ぼ占められる。この水域では平時、ヤスマツアメンボやオオアメン

ボ、本来であれば源流域に生息する本種はまったくみられない。し

かし従来、この地点からは予想されていなかった本種が4個体得ら

れた。開放的かつ人工的な止水域への出現は、きわめて異常な例と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
が、今回得られた個体はいずれも、通常の無翅型であることから、

いえるが、いずれも無翅個体であるため、飛翔により移動が行われ

たとは考えられない。この小池には、きわめて規模の小さな湧水が

南側から流れ込んではいるものの、暗渠となった部分も多い上に、

人工的な加工もなされており、これまでに本種の生息は認められて

いない。この小池は、本種の生息地点（菖蒲園脇の細流の源流部）

（川島・高梨, 2017）からは距離も近いことから、人為による移動

あるいは放逐の可能性もないとはいえない。しかし、今のところ、

この止水域への移動経路は不明である。 

 

図. 中央広場南側の小池（本報での記録地点）. 
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はじめに 

前報（川島他, 2017）では、生田緑地におけるホタル科の観察記

録の第 3 報として、甲虫（コウチュウ）目 Coleoptera ホタル科 
Lampyridae のうち、特に陸生 2 種の♀生殖器（卵巣）形態の一部

につき、予報的に記載した。加えて、生田緑地（川崎市青少年科学

館近辺）における、ホタル科の陸生種を中心に現在の生息状況につ

いて述べるとともに、当館収蔵になる本科の標本目録を付与した。 
ただし、前報においては、処理上あるいは技術的な側面から、卵

巣小管の状態を的確に把握するには至らず、部分的な記載に留まっ

た。そのため、2017 年度も継続調査を実施した結果、現在も生田

緑地に生息するか、または過去に記録のある陸生4種において全体

像を把握することができ、卵巣小管についても観察できたため、そ

の構造を中心に概容を報告する。 
本報の作成に当たり、適切なご助言やご指摘を頂いた小林純子氏

（秋田県能代市）に、記して深謝を申し上げる。 
 
材料および方法 

 野外調査およびサンプリングに際しては、前2報（川島他, 2016; 
2017）のとおり、科学館の裏手に残る小規模な谷戸の最奥部（「県

の木見本園」の南側）から、中央広場の南側から西側にかけての林

縁部を結んだ大まかな調査ルートを設定し、日中に任意の調査を実

施した。目視によって発見した成虫のうち、解剖に供する個体のみ

サンプリングを実施した。ただし、現在の生田緑地では発見されな

くなった（川島他, 2016; 2017）オバボタル Lucidina biplagiata 
(Motschulsky) については、山形県西置賜郡小国町で得た個体を用

いている。 
雌生殖器の検鏡に当たっては、生理食塩水中で解剖を行った。解

剖後の検体（雌生殖器）は、解剖皿に滴下した蒸留水中に浸漬した

状態で、実体顕微鏡（オリンパス SZ-40, ×400）または生物顕微鏡

（オリンパス BH-2, ×1,000）下で、落射光または透過光による観察

および測定を行うとともに、後者に付属する描画装置を用いてスケ

ッチを行った。簡易的な写真撮影に当たっては、オリンパス製 コ
ンパクトデジタルカメラ「TG-3 Stylus」を用いた。 
本報告で用いた学名はKawashima et al. (2003) に従ったが、その

分類学的研究はいまだ途上にあるものも含まれるため、種名のみに

とどめ亜種名は取り上げなかった。形態学上の術語およびその略号

は主にSnodgrass (1935) に従い、Büning (1994) なども参考にした。 
 
結 果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) ムネクリイロボタルCyphonocerus ruficollis Kiesenwetter, 1879 
 被検個体数は2個体。円柱状の交尾嚢 bursa copulatrix (bc) の先端

付近にやや大型の受精嚢 (spt) を生じ、その基部に風船状の受精嚢

腺 spermathecal gland (sptgl) が付く。前者は半透明に近いが、後者

は白濁する。1例では、受精嚢内に成熟卵とみられる1個が入って

いた（図1, Pl. 1）。中央輸卵管 oviductus communis (odc) は交尾嚢

の先端近くから派生し、ごく短い。側輸卵管 oviductus lateralis (odl) 
は、短い中央輸卵管を経た直後に分岐し、二叉する。1対となった

側輸卵管は細長い円柱状で基部寄りがくびれ、それより先端側には

3～4 個の成熟卵が 1 列状に排出されていることが多い。側輸卵管

各々の先端部から卵巣小管 ovariole (ov) が派生、同管に開口する。

卵巣小管の数は、左右とも8本で、末端に端糸 terminal filament (tf) 
はみられない。各小管には、おおむね2個程度の未成熟卵を含有す

る。 

 
図1. ムネクリイロボタルの卵巣形態. 卵巣小管 ovariole (ov); 側

輸卵管 oviductus lateralis (odl); 中央輸卵管 oviductus communis 
(odc); 受精嚢 spermatheca (spt); 受精嚢腺 spermathecal gland (sptgl); 
交尾嚢 bursa copulatrix (bc). スケール: 1 mm. 
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2) カタモンミナミボタル Drilaster axillaris Kiesenwetter, 1879 
 被検個体数は 1 個体。交尾嚢 (bc) は短めの円柱状で、先端付近

から、湾曲した長い管を経て大型の受精嚢 (spt) が生じ、その基部

に小型かつ球状の受精嚢腺 (sptgl) が密に接着する。受精嚢は大型

で、「C字状」に湾曲した特異な形状を呈している。中央輸卵管 (odc) 
は短めで、交尾嚢の先端寄りから派生する。側輸卵管 (odl) は短い

中央輸卵管から派生したのちに分岐し、二叉する。1対の側輸卵管

は短めで、膨らんだ嚢状となり、3～4 個の成熟卵の排出がみられ

た。側輸卵管各々の先端から卵巣小管が派生、同管に開口する。卵

巣小管数は左6: 右5で、末端には端糸 (tf) が生じるほか、側輸卵

管への開口部直前には、弁状の構造がある。各小管は、おおむね2
個程度の未成熟卵を含有する。 
 

 
 
図 2. カタモンミナミボタルの卵巣形態. 端糸 terminal filament 

(tf); 卵巣小管 ovariole (ov); 側輸卵管 oviductus lateralis (odl); 中央

輸卵管 oviductus communis (odc); 受精嚢 spermatheca (spt); 受精嚢

腺 spermathecal gland (sptgl); 交尾嚢 bursa copulatrix (bc). スケール: 
1 mm. 
 
3) スジグロボタル Pristolycus sagulatus Gorham, 1883 
 被検個体数は 3 個体。交尾嚢 (bc) は円柱状で短く、その先端付

近から、大型かつ風船状の受精嚢 (spt) が生じ、その基部に小型か

つ強く湾曲した柄をもつ受精嚢腺 (sptgl) が生じる（川島他, 2017）。
中央輸卵管 (odc) は短く、交尾嚢の先端から派生する。側輸卵管 
(odl) は中央輸卵管から派生した直後に分岐し、二叉する。1 対の

側輸卵管は、太く細長い紡錘状で、各々に 15～16 個程度の成熟卵

の排出がみられた。側輸卵管各々の先端部から、卵巣小管 (ov) が
派生、同管に開口する。卵巣小管の数は、3 標本においては、左:
右は9: 8、9: 9、10: 10で、末端には端糸 (tf) が生じる。各小管に

は、おおむね3～4個程度の未成熟卵を含有する。 
 

 
 
図3. スジグロボタルの卵巣形態. 端糸 terminal filament (tf); 卵巣

小管 ovariole (ov); 側輸卵管 oviductus lateralis (odl); 中央輸卵管 
oviductus communis (odc); 受精嚢  spermatheca (spt); 受精嚢腺 
spermathecal gland (sptgl); 交尾嚢 bursa copulatrix (bc). スケール: 1 
mm. 
 
4) オバボタル Lucidina biplagiata (Motschulsky, 1866) 
被検個体数は 1 個体。交尾嚢 (bc) は円柱状で短小、その先端付

近から受精嚢 (spt) が生じるが、今回被検した標本では受精嚢腺 
(sptgl) は判然としなかった。受精嚢は球状に近く、顕著な黄色に着

色される。中央輸卵管 (odc) は短く、交尾嚢の先端寄りから派生す

るが、1 対の側輸卵管 (odl) のうち、1 本が交尾嚢に連絡、開口し

ているのみで左右は中央輸卵管として合一せず、片方は遊離した盲

管となっていた。側輸卵管は各々が太く長大な紡錘状で、その先端

から卵巣小管 (ov) が派生、同管に開口する。卵巣小管数は左右と

も11で、端糸 (tf) は生じない。各小管はおおむね3個程度の連な

りを呈し、末端および最も基部に未成熟卵を包含する。側輸卵管内

には、左右合わせて25個の成熟卵の排出がみられた。 
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図 4. オバボタルの卵巣形態. 卵巣小管 ovariole (ov); 側輸卵管 

oviductus lateralis (odl); 中央輸卵管 oviductus communis (odc); 受精

嚢 spermatheca (spt); 交尾嚢 bursa copulatrix (bc). スケール: 1 mm. 
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付記: 前報（川島他, 2017）において、「受精嚢 (sp)」としたものは

「受精嚢腺 (sptgl)」の、「交尾嚢 (bc)」としたものは「受精嚢 (sp)」
の、各々誤りと判断されたので、ここに訂正する（併せて本号の

正誤訂正表を参照されたい）。 
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Plate 1. 

 

 

 
 
左上. ムネクリイロボタルの卵巣（川崎市多摩区枡形産）. 
左下. カタモンミナミボタルの卵巣（川崎市多摩区枡形産）. 
右上. スジグロボタルの卵巣（川崎市多摩区枡形産）. 
右下. オバボタルの卵巣（山形県西置賜郡小国町産）. 


